第70回全道高等学校演劇発表会における新型コロナウイルス感染予防対策ガイドライン及び実施方法について（案）

令和2年8月24日
北海道高文連演劇専門部

1. はじめに
　新型コロナウイルスの感染が日本国内に広がり、高校生の多くの部活動の大会が中止となりました。道高文連の大会は専門部により開催時期や大会形式などが異なっていることから、一律で中止という方針ではなく、各専門部に開催の判断が委ねられています。
　演劇専門部にとって、11月に行われる全道大会は年に一度の公式の大会であり、それに向けて生徒たちは長い期間準備しています。また、本大会は、次年度の高校総合文化祭の代表校を選出する場でもありますので、演劇専門部としては、施設管理者等と協議し、感染症対策等をしっかり行いながら、全道大会を実施したいと考えています。
　今年度は、過去の例にとらわれず、日程を大幅に変更し、各支部の代表校が自分たちの創り上げてきた舞台を、審査が可能な条件で上演を行うということに、主眼を置いて実施したいと考えています。
　演劇等の文化活動は、現下のような状況下においては、後回しにされる分野ではありますが、それが生きていく上で、多くの人を勇気づける力があると信じ、大会を実施したいと思います。
　このガイドラインは、7月の北海道の感染状況に立ってのものですので、今後の状況の推移を見ながら、見直しをしていくことが必要と考えております。

（補足事項）
　本ガイドラインは、「業種ごとの感染拡大予防ガイドラインに関する留意点」、別添「『新しい生活様式』の実践例」、公益社団法人全国公立文化施設協会「劇場、音楽堂等における新型コロナウイルス感染拡大予防ガイドライン」（R2.5.14）、全国高等学校演劇協議会「高等学校演劇大会における新型コロナウイルス感染防止対策ガイドライン（案）」、緊急事態舞台芸術ネットワーク「舞台芸術公演における新型コロナウィルス感染要望対策ガイドライン（R2.6.30）」を参考にしています。


2. 具体的な対策
（1） 会場内の各所における対応策
①会場内共通
・会場内(会場入口、ロビー他）において、間隔を開けるよう案内し、人が密集しないよう努める。
・開場の際（上演と上演の入替時）には施設内のドアノブや手すり等不特定多数が触れやすい場所の消毒を行う。
・手洗い、手指の消毒を励行する。
・公演の前後及び公演の休憩中に、会場内の換気を行う。

②客席
・座席はすべて指定席にし、座席と座席の間は、原則２席を空ける。
・座席を舞台から十分な距離を取る。
・学校ごとにエリアを分けて座席を用意し、各出場校はそのエリア内で自校の生徒の座席を指定し、着席する。顧問は、着席者リストを大会本部に提出し、大会通じて、その席以外の座席には着席しない。
・一般の観客の入場は許可しない。
・客席を含め会場内では、マスクを着用し、自席で会話をしないよう周知する。
・各学校の上演終了時は、全員一度会場から退席をしてもらう。
・生徒席については、その日の退館時に、各自で消毒を行う。消毒担当者（責任者）は顧問とし、必ず確認する。

③舞台
・会館との打合せの元、会館の空調が常に換気されている状態にあり、問題ないと判断された場合は、会館の指示に従う。
・舞台の面は、上演毎に、アルコール(消毒薬)散布をし、モップ、もしくはフローリングワイパー等で拭き取り消毒及び清掃作業を行う。作業を行うのは上演校とする。
・緞帳が降りた後、客席のドアを開放、緞帳を上げ、換気を行いながら、撤去及び、次の学校のセッティングを行う。

④会場入口
・手洗い、手指の消毒を励行するとともに、会場入口に、手指消毒用の消毒液を設置する。消毒液は定期的な交換を行う。

⑤受付（ロビー）
・担当者は、透明ビニールカーテンを設置した状態で、マスクを着用して応対する。
・プログラムは無料とし、準備したテーブル上から各自受け取る。

⑥ロビー、休憩スペース
・各場所、常時換気に努める。
・ロビーが混雑しないように、ロビーとは別に、出場校向けに待機場所を設け、学校ごとエリア分けをして利用する。
・開場時、休憩時間、終演後に、人が滞留しないよう、段階的な出入り等の工夫を行う。

⑦楽屋、控室、練習スペース
・楽屋に換気扇がある場合は、常時換気に努める。それ以外は、１時間に２回程度の換気を基本とする。
・使用後は、各学校で責任をもって消毒を行い、使用後は、ドアと窓を２箇所以上開放し、その状態で30分は換気する。消毒担当者（責任者）は顧問とし、必ず確認する。
・練習スペースの各校の使用については、今大会は１回のみとし、時間を30分とする。使用後は、すみやかに、清掃・消毒を行い、部屋を開放し換気をしっかり行う。消毒担当者（責任者）は顧問とし、必ず確認する。

⑧トイレ
・不特定多数が接触する場所は、清掃・消毒を行う。
・ハンドドライヤーや共通のタオルは使用しない。

⑨清掃・ゴミの廃棄
・清掃やゴミの廃棄を行う者は、マスクや手袋の着用を徹底する。
・作業を終えた後は、手洗いや手指消毒を行う。


（2）大会参加に関しての対応策
①参加にあたっての注意事項
・大会に参加する前から、健康観察を入念に行い、大会２週間前から、朝夕検温し、体調が優れない場合は、大会自体に参加しない。健康観察記録の提出を求める。
・出場校顧問は、参加者全員の緊急連絡先、また宿泊先、会場までの移動方法、その日ごとの行動予定などを記録する。
・大会通じて、マスクを着用し、手指消毒を徹底する。
・健康を守ることを第一と考え、体調が優れないと感じた場合には、速やかに顧問に報告する。顧問は部員の健康状態を把握し、大会本部と連絡を密にする。
・来館時に、検温を行うこととし、37.5°C以上の発熱がある場合には参加を認めない。上演については、代役を立てるなどして上演することは可とする。
・感染が疑われる者が発生した場合、速やかに医療機関及び保健所へ連絡し、指示を受ける。
・宿泊施設の部屋に関して、一部屋の利用を少人数にする。
・移動手段は、可能な場合は貸し切りバスを利用する。

②大会時の他校との接触を極力低減させるために以下のように日程を変更する。（日程表参照）
1)交流会、顧問部長会議、開会式、合評会、分科会、閉会式（表彰式）を行わない。
2)各校リハーサルの後、セッティングしたまま上演を行うことで、装置の移動回数を減らし、他校生と交差をしないようにする。
　※リハーサルとセッティングの間に確認の時間を確保する。
3)搬入から→上演→搬出までの流れ
・会館東側に雨の当たらないスペースがあるので、参加校はそこに荷下ろしをする。
・上手側、客席通路から荷物を入れて、ホワイエを通して、下手側廊下に移動する。
・上演日が４校の場合、次の日の上演校が舞台上、舞台下手に２校、廊下に１校の状態にする。
・上演終了後は、上手にある搬出入口から荷物を搬出し、会館東側にあるスペースに置く。
　※荷物は上演後できるだけ早くトラックで持ち帰る。
[bookmark: _GoBack]4)参加校は、自校のリハーサル・上演が終了後、原則帰校とし、可能な範囲で早期の帰校を促す。
　※滞在期間は、前出の指定された客席で、必ずマスクをつける等の感染症対策をした上で観劇を認める。

5)セッティング時は、密になることを避けるために、計時を行わない。セッティング時はディスポーザルグローブを使用し、セッティング後捨てる。また、撤去時も同様とする。
6)リハーサル終了後はセットは撤去せず、そのまま本番とする。本番の時間は計時対象とし、従来通り60分とする。
7)平台会館備品は、会館側で、その日に使う数を用意し、学校同士で共有せず、その日の終了時に消毒を行う。
8)照明・音響の機材等は、上演終了後と消毒を行い、会館スタッフにお願いする。
9)各校で使用する、道具・衣装等は、自校で消毒を行う。
10)終了後は、前出の通り、舞台の清掃と消毒を上演校で行う。

③昼食及び幕間について
・前出の休憩スペースで昼食をとる。幕間のときも利用できる。使用するエリア、時間は、当番校で指定する。
・休憩スペースは使用した学校で、消毒及び換気を行う。責任者は上演校顧問とする。
・弁当の注文は当番校が用意した指定業者のみに限定する。他の弁当業者の利用を不可とするので、コンビニなどで買ってくるなどで対応する。

④上演にあたって
・上演にあたって、上演時の演出効果上必要な場合を除き、必ずマスクを着用する。
・観客や、スタッフなどに対し、感染リスクが高まるような演出についてはNGとする。
　例）舞台から客席に降りて行くような演出。
　　　客席から登場するような演出。
　　　最前列の観客に向かって語りかける様な演出など。

⑤生徒講評委員について
・生徒講評活動は行わない。
・各支部で生徒講評委員の代表を選んでもらい、全道大会終了後、最優秀校、春フェス推薦校のDVDを見てもらい、レポートを事務局へ提出。その後事務局で、全国へ推薦する生徒を選出する。

⑥結果発表については、大会終了後、参加校にメールで通知する。

⑦合評会については、オンラインで実施をするか、もしくは講評文をもって代える。


最後に
1)上記対策にもかかわらず、大会関係者の感染発生、または現地市町村の感染拡大等不測の事態が生じた場合には大会を中止する。
2)大会中止に備え、上位大会への推薦校選出基準およびその方法について対策を講じておく。
3)本ガイドラインの内容は、地域における新型コロナウイルスの感染状況の変化や、今後の対処方針の変更、専門家の知見、大会主催者等の意見を踏まえ、必要に応じて適宜改訂を行う場合がある


以上
